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は
じ
め
に

熊
野（
和
歌
山
県
と
三
重
県
に
ま
た
が
る
紀
伊
半
島
南
端
部
）と
は
、海
、

山
、
川
そ
し
て
巨
石
と
い
っ
た
自
然
を
対
象
と
し
て
発
生
し
た
信
仰
圏
す

な
わ
ち
聖
地
で
あ
る
。
現
在
は
、
熊
野
三
山
と
総
称
さ
れ
る
三
社
（
熊
野

本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・
熊
野
那
智
大
社
）
を
拠
点
と
す
る
信
仰
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
は
、
社
殿
を
持
た
な

い
信
仰
圏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。『
日
本
霊
異
記
』
ほ
か
、
山
林
修

行
者
た
ち
の
行
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
文
献
も
少
な
く
な
く
、
そ
の

信
仰
の
実
態
と
性
格
を
も
推
察
さ
せ
る
。
た
だ
し
熊
野
三
山
が
、
一
種
の

宗
教
的
連
合
体
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
文
献
に
辿
れ
ば
『
為
房
卿
記
』

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
時
代
後
期
以
降
、
た
び
た
び
に
行
わ
れ

た
熊
野
御
幸
は
熊
野
三
山
に
参
詣
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
確
認

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
熊
野
と
い
う
聖
地
は
、
為
政
者
た
ち
に
信

仰
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
各
地
に
「
熊
野
神
社
」
と
称
さ
れ
る
神
社

が
勧
請
さ
れ
た
ほ
か
、
民
衆
か
ら
も
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
室
町

時
代
に
は
「
蟻
の
熊
野
詣
」
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
数
多
く
の
人
々
が

参
詣
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
熊
野
信
仰
を
唱
導
す
る
た
め
に
、
漢
文
体
で
表
記
さ
れ
た
縁

起
だ
け
で
な
く
、
仮
名
を
交
え
て
表
記
さ
れ
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
形
成
さ
れ

て
い
く
。
な
か
で
も
熊
野
信
仰
の
縁
起
を
語
る
『
熊
野
の
本
地
』
は
室
町

時
代
物
語
の
一
つ
と
し
て
現
在
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奇
想
天

外
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

熊
野
信
仰
を
め
ぐ
る
女
人
蘇
生
譚
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一　

熊
野
を
め
ぐ
る
母
と
子
の
モ
ノ
ガ
タ
リ

　

熊
野
信
仰
の
縁
起
を
語
る
『
熊
野
の
本
地
』
の
原
拠
・
現
存
諸
本
に
つ

い
て
は
、
松
本
隆
信
氏
の
研
究
が
知
ら
れ
る
。
松
本
隆
信
氏
が
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に（

1
（

、『
神
道
集
』（

2
（

に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
や
『
熊
野
の

本
地
』
に
語
ら
れ
る
「
五
衰
殿
女
御
譚
」
は
そ
の
類
似
性
か
ら
『
旃
陀
越

国
王
経
』（

3
（

が
原
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
存
諸
本
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

4
（

。

室
町
時
代
後
期
か
ら
桃
山
時
代
頃
の
絵
巻
・
奈
良
絵
本
を
は
じ
め
写

本
が
非
常
に
多
く
、
版
本
に
も
寛
永
頃
の
丹
緑
本
・
寛
永
八
年
版
・

元
禄
頃
の
井
筒
屋
版
等
が
あ
る
。
本
文
も
諸
本
の
間
で
複
雑
な
異
同

を
示
し
て
い
る
が
、
中
で
、
杭
全
神
社
蔵
室
町
末
期
絵
巻
・
天
理
図

書
館
蔵
元
和
八
年
絵
巻
・
丹
緑
本
以
下
の
版
本
系
で
は
、
終
り
に
五

衰
殿
女
御
が
聖
の
修
法
に
よ
っ
て
蘇
生
す
る
こ
と
を
述
べ
る
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
熊
野
の
本
地
』
と
題
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
に
は
、
モ
ノ
ガ
タ

リ
の
展
開
に
関
わ
る
相
違
点
と
し
て
、「
五
衰
殿
女
御
が
蘇
生
せ
ず
、
そ

の
息
子
で
あ
る
王
子
に
供
養
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
語
ら
れ
る
テ
ク
ス

ト
と
、「
五
衰
殿
女
御
が
蘇
生
し
て
、
王
子
や
善
財
王
、
彼
ら
を
導
く
僧

侶
と
と
も
に
熊
野
に
飛
び
、
垂
迹
す
る
」
と
い
う
内
容
を
語
る
テ
ク
ス
ト

を
指
摘
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、『
熊
野
の
本
地
』
に
五
衰
殿
女
御
の
蘇
生
を
語
ら
な

い
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
、
蘇
生
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、『
熊
野
の
本
地
』
に
よ
っ
て
そ
の
信
仰
の
功
徳
が
語
ら
れ

る
熊
野
信
仰
が
、
仏
教
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
熊

野
信
仰
が
仏
教
を
受
け
い
れ
て
い
た
こ
と
は
、
白
河
院
政
期
の
参
議
藤
原

為
房
の
日
記
で
あ
る
『
為
房
卿
記
』
に
確
認
で
き
る（

5
（

。

次
奉
供
幡
・
花
鬘
代
於
三
所
之
御
殿  

永
保
元
年
（
一
〇
八
一
年
）
に
熊
野
三
所
の
御
殿
に
、
仏
前
の
荘
厳
具

で
あ
る
幡
と
花
鬘
代
を
供
奉
し
た
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅

く
と
も
十
一
世
紀
末
ご
ろ
に
は
、
熊
野
三
山
の
祭
神
に
本
地
を
当
て
る
信

仰
形
態
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
権
中
納
言
源
師
時

の
日
記
で
あ
る
『
長
秋
記
』
長
承
三
年
（
一
一
三
四
年
）
二
月
一
日
の
鳥

羽
院
待
賢
門
院
熊
野
御
幸
の
条
に
は
、
熊
野
三
所
と
五
所
王
子
の
祭
神
と

そ
の
姿
、
本
地
仏
に
つ
い
て
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る（

6
（

。

　

問
護
明
本
地
、

　

丞
相
、
和
命
家
津
王
子
、
法
形
、
阿
弥
陀
仏
、
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両
所
、
西
宮
結
宮
、
女
形
、
本
地
千
手
観
世
音
菩
薩

　
　

中
宮
、
早
玉
明
神
、
俗
形
、
本
地
薬
師
如
来

　
　

已
上
三
所
、

　
　

若
宮
、
女
形
、
本
地
十
一
面
、

　
　

禅
師
宮
、
俗
形
、
本
地
地
蔵
菩
薩
、

　
　

聖
宮
、
法
形
、
本
地
龍
樹
菩
薩
、

　
　

児
宮
、
本
地
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
、

　
　

子
守
、
本
地
聖
観
世
音
菩
薩
、

　
　

已
上
五
所
王
子
、

　
　

一
万
、
普
賢
、
十
万
、
文
殊
、

　
　

勧
請
十
五
所
、
釈
迦
、

　
　

飛
行
薬
叉
、
不
動
尊
、
米
持
金
童
子

　
　

毘
沙
門
天
、
礼
殿
守
護
金
剛
童
子
、、、、
他
、  

こ
の
記
録
か
ら
、
熊
野
に
お
け
る
本
地
垂
迹
の
形
態
は
、
平
安
時
代
後

期
に
は
概
ね
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
仏
教
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、『
熊
野
の
本
地
』
に
は
、
法
華
経
信
仰
の
功
徳
が
語
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、『
熊
野
の
本
地
』
に
確
認

で
き
る
、
五
衰
殿
女
御
の
蘇
生
を
語
る
系
統
の
『
熊
野
の
本
』
が
、『
法

華
経
』
信
仰
の
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
同
様
の
構
成
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る（

7
（

。

『
熊
野
の
本
地
』
諸
本
は
、「
五
衰
殿
女
御
が
蘇
生
せ
ず
、
そ
の
息
子
で

あ
る
王
子
に
供
養
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
語
ら
れ
る
テ
ク
ス
ト
と
、「
五

衰
殿
女
御
が
蘇
生
し
て
、
王
子
や
善
財
王
、
彼
ら
を
導
く
僧
侶
と
と
も
に

熊
野
に
飛
び
、
垂
迹
す
る
」
と
い
う
内
容
を
語
る
テ
ク
ス
ト
と
が
存
在
す

る
。
ま
た
、『
熊
野
の
本
地
』
の
原
拠
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
『
旃
陀
越

国
王
経
』
さ
ら
に
は
『
熊
野
の
本
地
』
と
同
様
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
語
る
『
神

道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に
は
、
五
衰
殿
女
御
の
蘇
生
は

語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。次
に
掲
げ
る
の
は
、『
旃
陀
越
国
王
経
』、『
神

道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」、『
熊
野
の
本
地
』
の
三
話
に
語

ら
れ
る
五
衰
殿
女
御
譚
に
つ
い
て
比
較
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

懐
妊
出
産
と

死

蘇
生

垂
迹

※

『
旃
陀
越
国
王
経
』

○

○

×

×

王
も
王
子
も
垂
迹
し
な
い

『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」

○

○

×

○

王
と
王
子
、
上
人
と
も
に

垂
迹

『
熊
野
の
本
地
』

（
蘇
生
し
な
い
）

○

○

×

○

王
と
王
子
、
上
人
と
も
に

垂
迹

『
熊
野
の
本
地
』

（
蘇
生
す
る
）

○

○

○

○

王
と
王
子
、
上
人
と
も
に

垂
迹



178

つ
ま
り
、『
熊
野
の
本
地
』
に
語
ら
れ
る
「
五
衰
殿
女
御
譚
」
に
は
、

原
拠
と
さ
れ
る
『
旃
陀
越
国
王
経
』
や
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊

野
権
現
事
」
に
は
確
認
さ
れ
な
い
、
五
衰
殿
女
御
が
息
子
で
あ
る
王
子
に

供
養
さ
れ
た
功
徳
に
よ
っ
て
蘇
生
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
が
『
熊
野
の
本
地
』
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。『
熊

野
の
本
地
』
は
、原
拠
で
あ
る
と
さ
れ
る
『
旃
陀
越
国
王
経
』
や
『
神
道
集
』

に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
「
子
に
救
済
さ

れ
る
母
親
」
と
い
う
要
素
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
熊
野
信

仰
の
縁
起
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
は
、『
神
道
集
』に
収
載
さ
れ
る「
熊

野
権
現
事
」、
五
衰
殿
女
御
の
蘇
生
を
語
ら
な
い
系
統
の
『
熊
野
の
本
地
』

の
時
点
で
は
女
性
が
救
済
の
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
五
衰
殿
女

御
の
蘇
生
を
語
る
系
統
の
『
熊
野
の
本
地
』
に
お
い
て
よ
う
や
く
女
性
が

救
済
さ
れ
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
五
衰
殿
女
御
は
蘇
生
後
に
大
王
や
王
子
ら
と
共
に
熊

野
の
地
に
神
と
し
て
飛
来
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
こ
の
五
衰
殿
女
御

の
辿
っ
た
「
人
間
か
ら
神
に
な
る
」
と
い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
、『
法
華
経
』

利
益
譚
と
同
様
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
五
衰
殿
女
御

は
生
前
に
観
世
音
菩
薩
を
信
仰
し
、仏
道
修
行
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

息
子
で
あ
る
王
子
に
よ
っ
て
供
養
さ
れ
る
と
い
う
功
徳
を
積
ん
で
い
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
人
間
道
か
ら
天
道
へ
と
転
生
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
熊
野
信
仰
は
『
熊
野
の
本
地
』
を
『
法
華
経
』
利

益
譚
と
し
て
語
る
こ
と
で
、
仏
教
を
「
救
済
す
る
宗
教
」
と
し
て
受
け
入

れ
、
女
性
を
受
け
入
れ
る
信
仰
地
と
し
て
民
衆
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
た

こ
と
が
推
考
で
き
る
の
で
あ
る
。

二　
『
熊
野
の
本
地
』
と
観
世
音
菩
薩
信
仰

『
熊
野
の
本
地
』
に
お
け
る
「
五
衰
殿
女
御
」
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
、
原

拠
で
あ
る
『
旃
陀
越
国
王
経
』、さ
ら
に
は
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊

野
権
現
事
」
と
比
較
し
て
も
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
が
詳
細
に
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る（

8
（

。『
熊
野
の
本
地
』
で
は
、「
五
衰
殿
女
御
」

が
善
財
王
の
寵
愛
を
受
け
た
後
、
山
中
に
連
れ
ら
れ
殺
害
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
と
い
う
場
面
が

語
ら
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」

に
お
い
て
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
を
語
る
場
面
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

く
。
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
る
利
益
譚
を
語
る
場
面
は
以
下
の
三

場
面
で
あ
る（

9
（

。

一
、五
衰
殿
女
御
が
仏
の
容
姿
を
得
る

　

千
手
三
尺

ノ
千
手
観
世
音
菩
薩

ヲ
迎

ヘ
奉

リ
祈

ケ
レ
ハ

、
観
世
音
菩
薩
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ノ
利
生

は
今

ヲ
始

メ
ヌ

事
ナ
レ
ハ

、
后

は
生

ヲ
ハ

替
カ
ヘ
給
ワ
ネ
共

、
此

の
身

ナ
カ
ラ

三
十
二
相
八
十
種
好

ヲ
具
足

シ
、
紫
磨
金
色

ノ
身
ト
成

玉
ヘ
リ

、
自
レ

ヨ
リ

身
光

ヲ
出

シ
照

シ
給

、
見

ニ
宮

ノ
内

モ
耀
、
光
明
赫
奕

ナ
リ

、
仏

ノ
示

給
処

ナ
レ
ハ

、

大
王

ハ
偏

ニ
此

の
宮

へ
御
志

シ
在

テ
、
行
幸
成

ニ
ケ
リ

、

二
、
王
子
を
懐
妊
す
る

　

而
レ
共

未
た

王
子

ノ
一
人
御
在

サ
ヌ

事
ヲ

、
大
王

は
嘆

セ
給
テ

、
王
子

を
佛

に

申
サ
セ
給
ケ
リ

、
于
（
レ
）
時
験

シ
有

ヲ
、
善
法
女
御

は
懐
妊

シ
給
ヘ
リ

、

三
、
観
世
音
菩
薩
に
祈
願
し
て
首
を
斬
ら
れ
る
前
に
王
子
が
生
ま
れ
る

而
る
程
に

后
は

千
手
経

を
読

シ
給
テ

、
後

ハ
、
御
産

の
色

モ
見

ニ
ケ
リ

、
一
時
計

り

有
テ

生
レ
給
ヘ
リ

、
五
月

ニ
成

給
ケ
レ
共

、
六
根
五
体
欠

ル
事

モ
無

ク
、
明
玉

ノ

如
ク

王
子

ニ
テ
ソ

御
在

ケ
ル

一
方
、『
熊
野
の
本
地
』
に
語
ら
れ
る
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
は

次
の
五
場
面
で
あ
る（

（1
（

。

一
、五
衰
殿
女
御
の
容
姿
の
変
化
に
よ
る
善
財
王
の
訪
れ
と
懐
妊

こ
れ
を
悲
し
み
給
ひ
て
、
宮
中
に
持
仏
堂
を
建
て
、
本
尊
に
十
一
面

観
世
音
菩
薩
を
御
安
置
あ
り
て
、
日
夜
に
御
経
三
十
三
巻
、
礼
拝

三
千
三
百
三
十
三
度
し
給
ひ
て
、「
大
王
、
今
一
度
宮
中
へ
御
幸
な

ら
せ
給
へ
」
と
肝
胆
を
砕
き
御
祈
念
あ
り
け
れ
ば
、
誠
に
観
世
音
の

御
憐
れ
み
に
や
あ
り
け
ん
、
残
り
九
百
九
十
九
人
の
后
よ
り
も
御
容

厳
く
し
く
見
え
さ
せ
給
へ
ば
、
大
王
五
衰
殿
に
移
ら
せ
給
ふ
。

　

さ
て
も
五
衰
殿
、
年
月
の
御
願
ひ
叶
は
せ
給
ひ
、
御
心
地
常
な
ら

ず
し
て
乳
母
を
近
付
け
、
か
く
と
仰
せ
あ
り
け
れ
ば
、
乳
母
斜
め
な

ら
ず
喜
び
申
し
け
る
は
、「
千
人
の
后
の
う
ち
、一
人
秀
で
さ
せ
給
ひ
、

王
子
御
懐
胎
め
で
た
さ
よ
」
と
て
、

二
、九
百
九
十
九
人
の
后
達
の
呪
詛
は
、
五
衰
殿
女
御
の
観
世
音
菩
薩
信

仰
の
功
徳
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と

后
た
ち
聞
こ
し
召
し
、「
王
子
を
七
日
七
夜
呪
詛
せ
し
が
、
如
何
あ

る
べ
き
ぞ
」
と
問
は
せ
給
ふ
。「
愚
か
の
仰
せ
や
。
百
日
の
間
、
法

華
経
・
観
世
音
菩
薩
経
怠
る
こ
と
な
く
読
ま
せ
、
そ
の
信
得
に
て
出

で
来
さ
せ
給
ふ
王
子
な
れ
ば
、
い
か
ば
か
り
呪
詛
し
給
ふ
と
も
叶
ふ

べ
か
ら
ず
。
か
の
御
経
に
も
『
還
著
於
本
人
』
と
説
か
れ
て
候
へ
ば
、

后
た
ち
の
御
身
の
上
こ
そ
危
ふ
く
覚
え
て
候
ふ
」
と
申
し
け
れ
ば
、

「
か
か
る
こ
と
か
ね
て
知
り
な
ば
、
誰
か
は
観
世
音
菩
薩
を
信
ぜ
ざ

る
べ
き
。
空
し
く
送
り
し
年
月
か
な
」
と
口
説
き
歎
き
給
ふ
。

三
、
馬
が
観
世
音
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と

后
泣
く
泣
く
宣
ふ
や
う
、「
馬
は
こ
れ
馬
頭
観
世
音
菩
薩
の
化
身
、
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さ
れ
ば
観
世
音
菩
薩
は
三
十
三
遍
に
身
を
現
じ
、
衆
生
の
苦
を
救
ひ

給
ふ
。
我
八
歳
の
春
の
頃
よ
り
、
怠
ら
ず
念
じ
奉
り
し
そ
の
信
徳
朽

ち
も
せ
で
、
こ
の
恐
ろ
し
き
道
す
が
ら
馬
と
現
じ
給
ひ
て
我
を
助
け

給
ふ
ら
ん
あ
り
が
た
さ
よ
、
我
生
を
変
へ
仏
へ
と
な
ら
ば
、
汝
が
恩

を
深
く
報
ず
べ
し
。
神
と
な
ら
ば
一
つ
の
御
先
と
祝
ふ
べ
し
」
と
、

こ
の
馬
に
口
説
か
せ
給
ふ
こ
と
こ
そ
あ
は
れ
な
れ（

（（
（

。

四
、
王
子
が
生
ま
れ
る
ま
で
刀
で
首
が
斬
れ
な
い
こ
と

そ
の
後
、「
胎
内
に
王
子
ま
し
ま
さ
ん
ほ
ど
、
い
か
に
斬
る
と
も
首

は
斬
れ
ま
じ
き
」
と
仰
せ
あ
り
。
腹
の
内
に
ま
し
ま
す
王
子
に
口
説

き
給
ふ
や
う
、「
自
ら
首
斬
ら
れ
て
後
、
い
か
に
し
て
生
ま
れ
さ
せ

給
ふ
べ
き
。
疾
く
誕
生
あ
れ
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
則
ち
生
ま
れ
さ
せ

給
ふ
。

五
、五
衰
殿
女
御
の
祈
願
に
よ
っ
て
獣
た
ち
が
王
子
を
護
る
こ
と

「
三
歳
の
間
守
ら
せ
給
ひ
、
王
子
育
て
給
べ
」
と
御
祈
り
あ
り
。「
同

じ
く
は
心
な
き
獣
も
子
を
ば
愛
し
む
習
ひ
な
れ
ば
、
誰
も
憐
れ
と
思

ひ
、
王
子
を
守
護
し
奉
れ
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
誠
に
心
な
き
蓄
類
ど

も
頭
を
う
な
だ
れ
、
涙
を
流
し
、
夜
昼
番
替
は
り
に
仕
え
申
す
。
梢

に
登
り
て
は
木
の
実
を
採
り
、
谷
に
下
り
水
を
掬
び
、
五
衰
殿
の
御

死
骸
を
守
り
奉
り
、
王
子
を
育
て
参
ら
せ
け
る
こ
と
こ
そ
不
思
議
な

れ
。

以
上
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
を
読
み
解
け
る
箇
所
に
つ
い
て
、『
熊
野
の

本
地
』と
、『
神
道
集
』に
収
載
さ
れ
る「
熊
野
権
現
事
」、『
旃
陀
越
国
王
経
』

と
を
加
え
て
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
表
と
な
る
。

容
姿
の
変
化

懐
妊

呪
詛

馬

刀

獣

『
旃
陀
越
国
王
経
』

×

×

×

×

×

×

『
神
道
集
』

「
熊
野
権
現
事
」

○（
仏
の
姿
に
な
る
）

○

×

×
　

×

×
（
（1
（

『
熊
野
の
本
地
』

○（
姿
が
美
し
く
な
る
）

○

○

○

○

○

ま
ず
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
に
よ
る
利
益
譚
は
『
旃
陀
越
国
王
経
』
に
は

説
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」

に
も
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て
容
姿
が
変
化
し
た
こ
と
で
大

王
の
寵
愛
を
受
け
王
子
を
授
か
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、『
熊

野
の
本
地
』
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
呪
詛
を
退
け
る
、
刀
杖
難
を
退

け
る
と
い
っ
た
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
は
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
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確
認
で
き
る
。
以
上
か
ら
、『
熊
野
の
本
地
』は
、『
旃
陀
越
国
王
経
』と『
神

道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
よ
り
も
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
に

よ
る
利
益
譚
が
豊
か
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

熊
野
の
本
地
』
に
は
、『
旃
陀
越
国
王
経
』
と
『
神
道
集
』
に
収
載
さ

れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
よ
り
も
観
世
音
菩
薩
信
仰
に
よ
る
利
益
譚
が
豊
か

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
『
熊
野
の
本
地
』
に
お
い

て
は
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
が
『
法
華
経
』
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
熊
野
の
本
地
』
に

語
ら
れ
る
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
は
『
法
華
経
』「
巻
八
第
二
十
五

　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
経
文
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

た
め
で
あ
る
。

　

前
述
の
『
熊
野
の
本
地
』
に
説
か
れ
る
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
を

語
る
五
場
面
の
う
ち
、
二
、三
、四
、五
の
場
面
に
お
い
て
「
観
世
音
菩
薩

普
門
品
」
に
説
か
れ
る
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
と
同
様
の
内
容
を
語

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
、九
百
九
十
九
人
の
后
達
の
呪
詛
は
五
衰
殿
女
御
の
観
世
音
菩
薩
信
仰

に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る

呪
詛
諸
毒
薬　

所
欲
害
身
者　
　
　
　

念
彼
観
世
音
菩
薩
力　

還
著
於
本
人

三
、
馬
が
観
世
音
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
こ
と

　
　

 

善
男
子
。
若
有
国
土
衆
生
応
以
仏
身
得
度
者
。
観
世
音
菩
薩
。
即
現

仏
身
而
為
説
法
。

四
、
王
子
が
生
ま
れ
る
ま
で
刀
で
首
が
斬
れ
な
い
こ
と

　
　

 

若
復
有
人
。
臨
当
被
害
。
称
観
世
音
菩
薩
名
者
。
彼
所
執
刀
杖
。
尋

段
段
壊
。

　
　五

、五
衰
殿
女
御
の
祈
願
に
よ
っ
て
獣
た
ち
が
王
子
を
護
る
こ
と

若
悪
獣
圍
遶　

利
牙
爪
可
怖

念
彼
観
世
音
菩
薩
力　

疾
走
無
辺
方

　

つ
ま
り
、『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に
は
語
ら
れ

て
お
ら
ず
、『
熊
野
の
本
地
』
に
の
み
確
認
さ
れ
る
観
世
音
菩
薩
信
仰
の

利
益
譚
が
『
法
華
経
』「
巻
八
第
二
十
五　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
に
基

づ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
法
華
経
』
は
、「
巻
五
第
十
二　

提
婆
達
多
品
」
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
女
性
の
身
体
の
ま
ま
で
の
成
仏
こ
そ
説
か
な
い
が
、
変
成
男

子
に
よ
る
女
性
の
成
仏
を
説
く
な
ど
女
性
の
仏
教
信
仰
に
寄
与
し
た
経
典
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で
あ
っ
た
。『
熊
野
の
本
地
』
が
『
法
華
経
』「
巻
八
第
二
十
五　

観
世
音

菩
薩
普
門
品
」
に
基
づ
い
た
観
世
音
菩
薩
信
仰
に
よ
る
利
益
譚
を
語
っ
た

こ
と
は
、
女
性
か
ら
の
信
仰
を
集
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、『
熊
野
の
本
地
』に
お
け
る「
五
衰
殿
女
御
譚
」に
お
い
て
も
、

『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
に
よ
る
蘇
生
譚
に
確
認
で
き
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
の

展
開
と
同
様
の
展
開
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
衰
殿
女
御
は
生
前

に
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
が
、
懐
妊
を
妬
ん
だ
九
百
九
十
九
人
の
后
ら
に

よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
不
本
意
な
死
を
遂
げ
る
。
そ
の
後
に
王
子
に

よ
っ
て
供
養
さ
れ
、蘇
生
を
経
て
熊
野
に
垂
迹
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

「
五
衰
殿
女
御
」
が
蘇
生
す
る
と
い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
は
、『
法
華
経
』
信
仰

の
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
形
成
さ
れ
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、

『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に
は
語
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
も
の
の
、『
熊
野
の
本
地
』
の
形
成
に
お
い
て
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、『
熊
野
の
本
地
』
と
類
似
す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
語
る
『
神
道

集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
に
お
い
て
は
『
法
華
経
』「
巻
八

第
二
十
五　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
に
基
づ
か
な
い
観
世
音
菩
薩
信
仰
の

利
益
を
語
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
熊
野
の
本
地
』
に
加
え
ら
れ

た
改
編
の
過
程
に
お
い
て
、『
法
華
経
』「
巻
八
第
二
十
五　

観
世
音
菩
薩

普
門
品
」
に
基
づ
く
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
譚
、
そ
し
て
『
法
華
経
』

信
仰
の
利
益
譚
に
お
い
て
語
ら
れ
る
「
死
者
の
蘇
生
」
と
い
う
展
開
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
法
華
経
』
信
仰
に
よ
る
利
益
を
色
濃
く
語

る
モ
ノ
ガ
タ
リ
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
熊
野
の

本
地
』
は
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
る
利
益
譚
を
語
る
に
加
え
て
、

『
法
華
経
』「
巻
八
第
二
十
五　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
信
仰
の
功
徳
を
語

る
、
言
い
換
え
る
と
、『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
を
併
せ
て
語
る
モ
ノ
ガ

タ
リ
で
あ
っ
た
と
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。

　

ま
と
め

熊
野
信
仰
の
功
徳
を
唱
導
す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
「
出
産
に
よ
っ
て

命
を
落
と
し
た
女
性
の
蘇
生
」
が
語
ら
れ
る
に
至
る
経
緯
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
試
み
た
。『
熊
野
の
本
地
』
に
は
、
特
に
観
世
音
菩
薩
信
仰
の

功
徳
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
熊
野
の
本
地
』
と

同
様
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
語
る
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」

で
は
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
が
語
ら
れ
る
の
み
で
、
五
衰
殿
女
御
が

蘇
生
す
る
と
い
う
『
法
華
経
』
信
仰
の
功
徳
に
よ
る
蘇
生
譚
の
構
成
を
持

た
な
い
。
つ
ま
り
、『
熊
野
の
本
地
』
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
、『
法
華
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経
』
信
仰
の
功
徳
を
語
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
し
て
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

熊
野
で
唱
導
さ
れ
る
べ
き
縁
起
は
、
本
来
な
ら
ば
、
王
子
が
神
と
し
て

垂
迹
す
る
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
あ
り
、
そ
の
関
係
者
も
と
も
に
勧
請
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
語
れ
ば
良
か
っ
た
は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
王
子

の
母
、
つ
ま
り
女
性
で
あ
る
五
衰
殿
女
御
が
神
と
し
て
垂
迹
し
、
熊
野
に

勧
請
さ
れ
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熊
野
は
「
女
性
た

ち
の
信
仰
の
場
」と
し
て
印
象
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

熊
野
の
縁
起
と
し
て
語
ら
れ
た
『
熊
野
の
本
地
』
に
、「
五
衰
殿
女
御
の

モ
ノ
ガ
タ
リ
」
が
加
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
実
際
に
、
熊
野
に
展
開
し
た

で
あ
ろ
う
信
仰
世
界
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
王
子
を
出
産
し
た
後
に
、
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ
っ
て

「
五
衰
殿
女
御
」
の
首
が
切
れ
ず
に
、
命
を
落
と
す
こ
と
な
く
王
子
を
育

て
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
な

ぜ
、
そ
の
よ
う
な
展
開
を
持
た
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
五
衰
殿
女

御
」
の
願
い
は
、
自
分
が
助
か
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
命
に
代
え
て

で
も
王
子
の
命
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
母
親
と

し
て
の
「
五
衰
殿
女
御
」
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
女
性
の
共
感
を
呼
び
起

こ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
熊
野
と
い
う
信
仰
の
場
に
お
い

て
、
女
性
が
救
わ
れ
る
縁
起
を
唱
導
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
義
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

熊
野
権
現
と
い
え
ば
、
そ
の
信
仰
を
全
国
に
広
め
歩
い
た
熊
野
比
丘
尼

と
呼
ば
れ
る
女
性
宗
教
者
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
熊
野
比
丘
尼
た
ち

は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
活
躍
し
、『
那
智
参
詣
曼
荼
羅
』
や
『
熊
野

観
心
十
界
曼
荼
羅
』
を
主
に
女
性
た
ち
に
絵
解
き
し
て
布
教
・
勧
進
活
動

に
従
事
し
て
い
た
が
、
こ
の
『
熊
野
の
本
地
』
も
絵
解
き
の
台
本
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
熊
野
比
丘
尼
の
語
り
を
通

し
て
、
女
主
人
公
五
衰
殿
の
苦
悩
は
女
性
た
ち
の
共
感
を
呼
ん
だ
こ
と
で

あ
ろ
う
。「
五
衰
殿
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
物
語
は
、
苦
し
む
神
を
描
く

本
地
物
の
代
表
で
あ
る
が
、
苦
し
む
女
性
で
あ
り
母
で
あ
る
「
五
衰
殿
女

御
」
が
救
わ
れ
る
と
い
う
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
女
性
が
信

仰
す
る
場
と
し
て
熊
野
と
い
う
聖
地
を
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

〔
注
〕

（
1
）　

松
本
隆
信
「「
熊
野
の
本
地
」
考
序
説
」（『
民
衆
宗
教
史
叢
書

二
一　

熊
野
信
仰
』
編
集　

宮
家
準
、出
版　

雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
、

一
九
九
〇
年
）「
熊
野
の
本
地
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』　

岩
波
書

店
）「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
（
四
）
―
本
地
物
の
成
立
と
北

野
天
神
縁
起
―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
十
四
』、
発
行　

慶
應
義
塾
大
学

斯
道
文
庫
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）
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（
2
）　
『
神
道
集
』
に
つ
い
て
は
『
国
史
大
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　

 「
神
道
集
」
と
は
そ
の
内
容
は
寺
社
に
属
し
て
民
衆
に
寺
社
の
縁

起
を
語
っ
て
い
た
ら
し
い
巫
祝
の
徒
の
管
理
し
て
い
た
、
物
語
的

な
口
承
文
芸
の
要
素
を
持
つ
神
々
の
縁
起
譚
が
多
く
含
ま
れ
る
。

五
十
章
に
分
け
て
十
巻
十
冊
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
内
題
に
安

居
院
作
と
記
さ
れ
、
唱
導
の
家
と
し
て
『
元
亨
釈
書
』
に
み
え
る

天
台
宗
の
安
居
院
澄
憲
の
子
孫
が
編
者
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
文
中
に
「
今
年
」
と
し
て
「
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）」
お

よ
び
「
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）」
を
あ
げ
て
あ
り
、
南
北
朝
時

代
中
期
に
は
成
立
し
て
い
た
。
各
章
は
神
道
論
的
な
も
の
と
垂
迹

縁
起
的
な
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。（『
国
史
大
辞
典
』「
神
道
集
」、

吉
川
弘
文
館　

よ
り
）

（
3
）　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

第
十
四
巻
』「
旃
陀
越
国
王
経
」（
編
集　

高
楠
順
次
郎
、
発
行　

大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
一
月
二
十

日
）

（
4
）　
「
熊
野
の
本
地
」『
日
本
古
典
文
学
辞
典
』（
出
版　

岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
一
月
二
十
日
）

（
5
）　
『
神
道
大
系　

文
学
編
５　

参
詣
記
』（
編
集
者　

神
道
大
系
編
纂

会
、
校
注
者　

新
城
常
三
、
発
行　

神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
四
年

三
月
十
五
日
）

（
6
）　
『
増
補　

史
料
大
成　

長
秋
記
二
』（
編
纂
者　

増
補
「
史
料
大
成
」

刊
行
会
、
発
行　

臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
九
月
）

（
7
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
熊
野
信
仰
に
お
け
る
「
五
衰
殿
女
御
譚
」

の
形
成
」（『
国
文
学
』
一
〇
一
号
、
発
行　

関
西
大
学
国
文
学
会
、

二
〇
一
七
年
三
月
）
に
て
詳
細
に
述
べ
た
。

（
8
）　

な
お
、
こ
の
「
五
衰
殿
女
御
」
が
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
功
徳
に
よ

り
利
益
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
野
真
麻
理
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。（
中
野
真
麻
理
氏
「『
熊
野
の
本
地
』
私
注
」(

『
成
城
国
文
学
』
九
、

発
行　

成
城
国
文
学
会
、
一
九
九
三
年
三
月)

）
ま
た
、「
馬
が
観
世
音

菩
薩
の
化
身
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
は
、櫻
井
陽
子
氏
も
「
観

世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
の
海
難
譚
の
解
釈
と
し
て
、
観
世
音
菩

薩
が
馬
と
な
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
認
識
が
中
世
に
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
』（
編
者 

水
原
一
、

発
行
所 

新
典
社
、
一
九
九
二
年
五
月
三
〇
日
）

（
9
）　
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
の
本
文
引
用
は
、『
神

道
大
系　

文
学
編
一　

神
道
集
』（
編
集
者　

財
団
法
人
神
道
大
系
編

纂
会
、
校
注
者　

岡
見
正
雄　

高
橋
喜
一
、
発
行
所　

財
団
法
人
神
道

大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
二
月
二
十
九
日
）
に
よ
る
。

（
10
）　

各
場
面
の
本
文
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
十
三　

室
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町
物
語
草
子
集
』（
校
注
・
訳
者　

大
島
建
彦　

渡
浩
一
、
発
行　

小

学
館
、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
十
日
）
に
よ
る
。

（
11
）　
『
法
華
経
』「
巻
八
第
二
十
五　

観
世
音
菩
薩
普
門
品
」（『
法
華

経
（
下
）』（
訳
注
者　

坂
本
幸
男　

岩
本
裕
、
発
行　

岩
波
書
店
、

一
九
六
七
年
十
二
月
十
六
日
））
に
よ
れ
ば
、仏
・
辟
支
仏
・
声
聞
・
梵
王
・

帝
釈
・
自
在
天
・
大
自
在
天
・
天
大
将
軍
・
毘
沙
門
・
小
王
・
長
者
・

居
士
・
宰
官
・
婆
羅
門
・
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
長
者

婦
女
・
居
士
婦
女
・
宰
官
婦
女
・
婆
羅
門
婦
女
・
童
男
・
童
女
・
天
・
竜
・

夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
睺
羅
迦
・
執
金
剛

の
三
十
三
の
姿
に
変
化
す
る
と
い
う
。

（
12
）　
『
熊
野
の
本
地
』
に
お
い
て
は
五
衰
殿
女
御
が
観
世
音
菩
薩
に
祈

願
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
王
子
は
獣
か
ら
守
ら
れ
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
『
神
道
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
熊
野
権
現
事
」
で
は
観

世
音
菩
薩
に
祈
願
と
し
て
で
は
な
く
、
王
子
が
特
別
な
人
間
で
あ
る
が

ゆ
え
に
観
世
音
菩
薩
が
守
護
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
五
衰
殿
女
御
が
得
た
観
世
音
菩
薩
信
仰
の
利
益
と
は
言
い

難
い
た
め
、
×
と
し
た
。

 

（
お
が
わ　

み
ち
よ
／
本
学
大
学
院
生
）


